
市民交流センター（モデル地区）が開設１年を迎えました
～ モデル地区の検証状況のお知らせ ～

【検証概要】市役所の窓口サービスを補うため、モデルとして行っている各種証明書の発行や市役所への書類等の取次
　ぎにおいて、「気軽に利用できる身近な窓口」となっている。また、窓口事務においても概ねスムーズに行われている。

【検証概要】主催事業、講座・サークル活動など、市民交流センター開設後においても、従来の事業や活動を引継いで行
　 っており、更には、地域づくり事業交付金を活用し、地域のつながりを強化するため交流事業を拡充するなど充実さ
　 れたものもみられる。引き継ぎ今後も、地域のみなさんが集い、
　 楽しみや学習の場となるよう取り組んでいく。

【ねらい】自分たちの地域にある様々な課題や地域を良くすることについて、みなさんが集まり話し合っていくという
　 「地域の話し合いの場づくり」がどのように創られているか

【みえた課題】
　・地域づくり協議会が発足したが、地域の話し合いの場と
　　しての仕組みづくりにおいて苦慮している
　・地域づくり協議会と既存団体等との連携を強化するため
　　役割を明確にしていく
　・地域づくりの主役である住民との情報共有が不足してい
　　る（情報提供の充実）

〈意見〉 
　・地域のつながりが希薄化している
　・活動の実施主体が少なく、役員中心の活動となっている
　・地域やまちづくりへの関心がまだまだ低い。関心があって
　　も当事者としての意識が低い
　　（大いにある・ある程度関心がある割合：松帆61％、
　　伊加利45％、西淡志知53％、神代66％、三原志知59％）
　・地域づくり協議会や地域活動の取り組みが十分に周知されていない
　　（取り組みの認知度：松帆30％、伊加利51％、西淡志知39％、神代39％、三原志知47％）
　※平成25年度に各市民交流センターで実施した「地域づくりに関する住民アンケート調査」より

【対応方向】
　・「組織・人づくり」をテーマに研修をするなど、地域づくり協議会の体制強化を図る
　・地域や地域活動に関心が高まるよう情報の共有化を図る（地区広報紙等の充実）

平成25年度 松帆 伊加利 西淡志知 神代 三原志知 合計

証明書発行件数 226件 111件 166件 235件 233件 971件

申請者数 147人 84人 124人 193人 154人 702人

（地区人口との割合） 3％ 15％ 10％ 6％ 11％ 6％
（地区世帯数との割合） 7％ 38％ 29％ 17％ 32％ 16％

　平成２７年４月からの本格実施に先立ち、平成25年４月からスター
トした松帆、伊加利、西淡志知、神代、三原志知の５地区の市民交流
センターモデル事業について、１年目の検証を行いました。

問市民課☎43-5023

ご存知ですか？
　市民交流センターには、次の３つの役割があります。
　この３つの役割ごとに基本的な視点を定め、モデル検証を行
いました。センターの主な目的である役割１「地域コミュニテ
ィの支援」を中心に検証状況の概要をお知らせします。
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▲南淡路農業公園株式会社に指定証を交付しました
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追
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指
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決
定
し
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3
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31
日
、
指
定
証

を
交
付
し
ま
し
た
。
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定
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理
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期
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平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
3
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ま
で
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5
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間
で
す
。
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定
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け
取
っ
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村
事
務
局
長
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「
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共
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設
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理
し
て
い
る
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置
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て
、
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か
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適
切
な
維

持
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理
と
地
域
貢
献
に
務
め
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲戦没者に献花を行う参加者
▲南あわじ警察署で委嘱状が手渡されました（4月1日）

▲中田市長を訪問した平川さん（中央）と藤原さん（右）
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３
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役割１　地域コミュニティの支援（住民主体の地域づくりへの支援）

役割2　市役所窓口サービスの補完（住民票等諸証明の発行、書類等の取次ぎ）

役割３　公民館活動（従来の公民館活動を引継いでいく）

松帆地域づくり協議会の様子


